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ＣＡＳＰワークショッブ参加記

2001年12月１６，（日）、名古崖大学病院にお

いてCASPJapanワークショップが開かれまし

た。ＣＡＳＰとは“CriticalAppraisalSkillsPro‐

gramme，'の略で、英国で市民のための健康支

援活動の一部として始まりました。医療や保健

の現場で判断をする職種に就いている人だけで

なく、その判断に関わるすべての人が、その根

拠をわきまえた上で判断し行動できるように支

援することを目的としています。その根拠を探

す手法がＣＡＳＰであり、この活動を世界に広げ

ることを目的に、CASPintemationalが設立さ

れました。日本では、名古屋大学の福岡敏雄先

生がCASPJapanのコーディネーターをされて

おり、各地でワークショップが開かれています。

当日の参加者は、名古屋大学の薬剤師や学生、

近郊病院の医師、薬剤師、そして私達、病院図

書館員を含む25名程で、小グループ学習形式の

ワークショップを体験しました。

ＥＢＭ自体、明確に理解できていない上、初

めて聞くCASＰという言葉、テキスト論文も難

しそうだと、緊張し気後れしながら参加したの

ですが、既にトレーニングを受けられた薬剤師

のチューターの方々の指導と、落研出身（？）

の福岡先生の話術で、楽しく勉強できました。

ＣASPの具体的な作業としてはまず、題材と

して与えられた臨床試験論文の内容を吟味する
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ために、次の３つのポイントを明らかにします。

Ａ／その結果は信頼できるか

Ｂ／結果は何か

Ｃ／その結果はあなたの役に立つか

論文を読み、用意された「臨床試験を見極め

るための11のチェックポイント(図１)」に従っ

て答えを順に探していくことで、この３つのポ

イントが明らかになります。

論文を吟味するためのこの手法は、図書室の

担当者としてぜひ身につけておきたい知識であ

り、必要なことだと思いますが、現在の図書の

業務や位置づけの中で、どう活用したら良い

か？なかなか現実と結びつかないだけに、雌

し<感じられました。しかし、図書室から

CASＰワークショップが広まれば、司書は新し

い役割を担い、また生き残るための一つの手段

になるかとも思いました。機会がありましたら

ぜひ参加されることをお勧めします。

参考）http://caspjp・ｕｍｉｎ､ac､jp／
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図１．「臨床試験を見極める12のチェックポイント

Ｖｅｒ､2.0」の最初の２項目注'）

注ｌ）ワークショップ時は、Ver,１．２で「臨床試験
を見極めるための11のチェックポイント」であっ
たが、2002.2.5現在、Ver､2.0「…12のチェックポ
イント」にバージョンアップされている。


	名称未設定



